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ン
は
一
部
の
タ
ン
ク
で
止
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ワ
ー
の
リ

ペ
ア
が
う
ま
く
い
か
ず
故
障
し
た
ま
ま

で
し
た
。

　

汚
泥
は
全
体
的
に
と
て
も
良
い
状
態

を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
量
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
、
引
き
抜
き
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
細
か
い
部
分
に
つ

い
て
、
例
え
ば
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
や
排

水
配
管
の
フ
ロ
ー
変
更
、
バ
ル
ブ
の
錆

な
ど
も
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

１３
年
が
経
つ
と
プ
ラ
ン
ト
自
体
や
機

械
の
劣
化
な
ど
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

管
理
方
法
に
つ
い
て
も
、
担
当
が
代
っ

て
行
く
中
で
稼
働
当
初
の
認
識
や
管
理

の
や
り
方
に
少
し
ズ
レ
が
生
じ
て
き
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
現
場
の
状
況
に

合
わ
せ
て
改
善
し
て
い
る
部
分
や
効
率

よ
く
管
理
す
る
た
め
に
変
更
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
点
を
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
の
管
理
方
法
や
リ
ペ
ア
な
ど

に
つ
い
て
、
再
検
討
を
行
な
う
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
し
て
い
る

セ
イ
フ
ル
氏
、
同
社
代
表
の
ハ
リ
ー
・

ユ
リ
氏
と
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
担
当
の
ユ
ー

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
プ
ラ
ン
ト
は
ジ
ャ
ワ
島

の
東
ジ
ャ
ワ
州
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
に
あ
る

本
社
工
場
と
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
南
部
の

ピ
ン
ラ
ン
に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
に

排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
社
工
場
は
２
０
１
３
年
か
ら
、

サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
は
２
０
１
６
年
か
ら

稼
働
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

○
本
社
工
場
～
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ

　

本
社
工
場
に
設
置
さ
れ
た
排
水
処
理

プ
ラ
ン
ト
（
総
容
量
５
２
７
ｔ
）
は
、

日
最
大
受
け
入
れ
可
能
排
水
量
５０
ｔ
、

連
続
式
で
約
１０
日
か
け
て
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
１３
年

間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
通
常
よ
り
細

か
く
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

導
入
当
初
の
排
水
処
理
設
計
計
算
や

排
水
処
理
の
フ
ロ
ー
と
プ
ロ
セ
ス
、
こ

れ
ま
で
の
水
質
推
移
デ
ー
タ
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
、
現
在
の
状
況
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
現
場
で
は
、
各
処
理
槽
の

エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
と
汚
泥
の
状
態
、
機

械
類
、
普
段
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ア
レ
ー
シ
ョ

５
月
１４
日
（
木
）
か

ら
１８
日
（
月
）、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ａ
社
に
て
プ
ラ

ン
ト
点
検
を
行
な
い
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ま
し
た
。
こ
の
点
検
は
年
に
２
度
定
期

的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
社
は
日
本
の
パ
ル
シ
ス

テ
ム
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
、
生
活
ク
ラ

ブ
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
、「
エ
コ

シ
ュ
リ
ン
プ
」
の
冷
凍
加
工
工
場
で
す
。

　

エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
は
プ
ー
ル
で
養
殖

す
る
近
代
型
の
方
法
と
異
な
り
、
池
で

養
殖
し
て
い
ま
す
。
池
の
周
り
に
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
え
、
エ
ビ
の
餌
と
な

る
藻
を
繁
殖
さ
せ
、
限
り
な
く
自
然
に

近
い
形
の
粗
放
養
殖
を
行
な
っ
た
ブ

ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
で
す
。
保
水
剤
や
膨

張
剤
も
使
用
せ
ず
、
冷
凍
加
工
も
１
回

の
み
。
少
し
お
値
段
は
張
り
ま
す
が
。

そ
の
食
感
は
プ
リ
ッ
プ
リ
で
甘
み
の
あ

る
美
味
し
い
エ
ビ
で
す
。
是
非
、
１
度

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入荷されたばかりのブラックタイガー

ATINA本社の排水処理プラント

汚泥量の計測（左から処理水、流量調整
槽→曝気槽①→曝気槽②→返送汚泥

担当者に聞き取りを行なうハリー氏
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Ｂ 

Ｍ 

ア 

ジ 

ア 

／ 

Ｂ 

Ｍ 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス

デ
ィ
ー
氏
と
話
し
合
い
を
行
な
い
、
次
の
点
を

課
題
と
し
て
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

○
汚
泥
の
引
き
抜
き
を
行
な
う
。

○
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
を
２
０
１
３
年
に
計
画
し

　

た
当
初
の
フ
ロ
ー
に
戻
す
。
戻
す
た
め
に
必

　

要
な
ブ
ロ
ワ
ー
の
容
量
を
確
認
し
て
、
リ
ペ

　

ア
も
し
く
は
新
た
に
導
入
す
る
。

○
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
部
止
ま
っ
て
い
た
タ

　

ン
ク
の
清
掃
。

○
新
し
い
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

　

以
上
、
最
終
日
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
な

い
、
課
題
の
克
服
に
む
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

作
成
し
ま
し
た
。
次
回
の
訪
問
（
１０
月
）
に
は

全
て
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
排
水
処
理
デ
ー
タ 

２
０
２
６
年
３
月
（
ｍｇ
／
ｌ
）】

　

○
排
水
処
理
前　

Ｂ
Ｏ
Ｄ 

３
１
７
．

０

   　

                  

Ｃ
Ｏ
Ｄ 

５
９
９
．

０

　

○
排
水
処
理
後   

Ｂ
Ｏ
Ｄ 

６
．

９
２

   　

                  

Ｃ
Ｏ
Ｄ 

２８
．

０

◎
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
～
ピ
ン
ラ
ン

　

ジ
ャ
ワ
島
の
ス
ラ
バ
ヤ
空
港
か
ら
飛
行
機
で

２
時
間
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
マ
カ
ッ
サ
ル
へ
。

そ
こ
か
ら
車
に
約
４
時
間
乗
っ
て
ピ
ン
ラ
ン
へ

到
着
し
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ラ
ン
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
を
養
殖

す
る
生
産
者
が
多
く
、
そ
の
日
捕
れ
た
ブ
ラ
ッ

ク
タ
イ
ガ
ー
を
そ
の
日
の
う
ち
に
工
場
へ
自
ら

運
び
込
み
ま
す
。
入
荷
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ

ガ
ー
は
頭
を
取
り
除
き
、
氷
水
に
漬
け
て
、
夜

中
に
マ
カ
ッ
サ
ル
へ
運
び
、
翌
朝
に
は
マ
カ
ッ

サ
ル
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
に
空
輸
さ
れ
、
昼
前
に
は

シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
の
本
社
工
場
に
入
荷
さ
れ
冷
凍

加
工
さ
れ
ま
す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
の
Ｂ
Ｍ
排
水
処
理
プ
ラ
ン

ト
は
バ
ッ
チ
式
と
言
っ
て
、
基
本
は
２
槽
で
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
平
均
排
水
量
は
約
１０

ｔ
と
多
く
は
な
い
の
で
、
バ
ッ
チ
式
で
排
水
処

理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
１
槽
目
の
曝
気
槽
の

容
量
は
４４
．

５
ｔ
、
２
槽
目
は
２１
．

４
ｔ
で
約
７

日
分
の
排
水
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
も
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
と
同
じ
作
業
を

行
な
い
、
次
の
点
を
課
題
と
し
て
一
つ
一
つ
ク

リ
ア
し
て
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
汚
泥
の
引
き
抜
き
を
行
な
う
。

○
第
２
槽
で
飼
育
し
て
い
る
魚
が
多
す
ぎ
る
の

　

で
他
に
移
し
、
今
後
は
１０
匹
ま
で
と
す
る
。

○
新
し
い
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

【
排
水
処
理
デ
ー
タ 

２
０
２
６
年
１
月
（
ｍｇ
／
ｌ
）】

　

○
排
水
処
理
前　

Ｂ
Ｏ
Ｄ 

９
０
７
．

２

   　

                  

Ｃ
Ｏ
Ｄ 

２
５
４
１
．

８

　

○
排
水
処
理
後   

Ｂ
Ｏ
Ｄ 

２
０
．

４

   　

                  

Ｃ
Ｏ
Ｄ 

８
６
．

０ 

　

今
回
こ
の
よ
う
に
設
計
当
初
の
基
本
を
振
り

返
り
な
が
ら
細
か
い
点
検
作
業
を
行
な
い
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
す
る
側
と
し
て
は
、
ど

う
し
て
も
い
か
に
機
械
的
に
効
率
良
く
管
理
す

る
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

で
す
が
、
排
水
処
理
は
生
き
物
を
飼
っ
て
い

る
（
飼
育
し
て
い
る
）
こ
と
と
同
じ
で
す
。
そ

の
生
き
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
・
微
生
物
）
が
排
水

を
処
理
し
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
負
荷
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
状
態
を
整
え
、コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
が
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
す
る
上
で
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
毎
日
よ
く
観
察
し
て
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

　

色
々
と
細
か
く
点
検
を
し
て
課
題
も
多
く
出

ま
し
た
が
、
処
理
が
全
く
で
き
て
い
な
い
な
ど

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

安
心
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
に
つ
い
て
の
詳
細

は
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｔ

Ｊ
）、
と
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

秋
山
澄
兄
）

ＡＴＪ

ＡＰＬＡ

４
月
３０
日
（
木
）、
福
島
県

二
本
松
市
の
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ

ｎ
ｅ
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）
の

事
務
所
に
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

と
堆
肥
の
学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
近
藤
恵
代
表
と

塚
田
晴
さ
ん
の
２
名
と
、
二
本
松
有
機
農
業
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
２
名
の
合
わ
せ
て
４
名
。
講

師
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
全
国
理
事
の
礒
田
有
治

氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
礒
田
氏
が
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ

農
法
研
究
会
（
み
や
ぎ
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
）
と
取

り
組
ま
れ
て
き
た
、「
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
話
し
を
聞
き
、
ス
タ
ッ
フ
の

塚
田
晴
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
あ
り
開
催
に
至
り

ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
宮

城
や
茨
城
で
の
取
り

組
み
の
事
例
報
告
を

交
え
て
、
植
物
の
生

育
に
つ
い
て
の
基
本

か
ら
土
作
り
と
堆
肥

作
り
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

次
回
は
堆
肥
づ
く

り
の
た
め
の
菌
体
づ

く
り
、
生
物
活
性
水

の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
予
定
で
す
。

（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
協
会
事
務
局 

秋

山
澄
兄
）

担当のセイフル氏 (左 )とユーディー氏

サテライト工場の排水処理プラント

サテライト工場にて課題検討会議

サンシャインの事務所で行なわれた学習会
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Ｂ 

Ｍ 

プ 

ラ 

ン 

ト 

動 

向

　

５
月
１
日
（
金
）

茨
城
県
内
５
か
所
の

Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
巡
回

を
行
い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ　

２
０
２
６
」
に
て
開
催
さ
れ
た
「
身

体
に
美
味
し
い
農
産
物
コ
ン
テ
ス
ト
」
中
玉
ト

マ
ト
（
周
年
）
部
門
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
、
２
０
１
８

年
に
続
く
８
年
ぶ
り
の
受
賞
で
す
。
昨
年
よ
り

活
用
し
て
い
る
生
物
活
性
水
も
、
今
回
の
品
質

向
上
を
後
押
し
す
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
米
川
農
園
（
鉾
田
市
）

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
同
じ
く
鉾
田
市
で
主

に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
７
町
歩
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

米
川
農
園
（
代
表
：
米
川
将
司
氏
）
で
す
。
こ

ち
ら
の
プ
ラ
ン
ト
は
約
２０
年
前
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
茨
城
Ｂ
Ｍ
の
故
・
清
水
澄
氏
（
元
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
）
が
設
計
・
施
工
と

培
養
調
整
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

設
備
は
５
ｔ
の
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン
ク
２
基
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
浄
化
槽
で
一
次
処
理

さ
れ
た
家
庭
雑
排
水
を
原
料
に
生
物
活
性
水
を

製
造
し
て
お
り
、
主
に
耕
起
時
の
土
壌
散
布
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

菌
を
追
加
し
た
応
用
型
の
生
物
活
性
水
と
し
て

散
布
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

設
置
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
一
部
の
配

管
等
に
経
年
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
清

水
氏
が
手
掛
け
ら
れ
た
貴
重
な
プ
ラ
ン
ト
を
今

後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
、
後
日
改
め
て
プ
ラ

ン
ト
の
状
況
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

◎
さ
さ
ぬ
ま
３３
フ
ァ
ー
ム
（
水
戸
市
）

　

続
い
て
、
水
戸
市
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
ハ
ウ

ス
５
棟
・
約
１０
ア
ー
ル
）
を
栽
培
さ
れ
て
い
る

「
さ
さ
ぬ
ま
３３
フ
ァ
ー
ム
」（
代
表
：
笹
沼
比
呂

子
氏
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
ト
（
４
槽
お
よ
び
有
機
物

抽
出
用
タ
ン
ク
）
は
２
０
２
３
年
７
月
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
故
・
清
水
澄
氏
が
圃
場
設
計

と
と
も
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
原
料
に
は
牛

糞
堆
肥
を
使
用
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
暗
渠
（
あ
ん

き
ょ
）
排
水
施
設
を
利
用
し
た
独
自
の
水
資
源

循
環
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
潅
水

さ
れ
た
水
が
土
中
の
暗
渠
パ
イ
プ
を
通
っ
て
貯

留
槽
に
集
ま
り
、
再
び
プ
ラ
ン
ト
へ
と
戻
る
循

環
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
生
物
活
性
水
は
潅
水

時
に
希
釈
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
充
填
材
の
交
換
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は
春
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、

昨
年
よ
り
も
株
が
太
く
成
長
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
順
調
な
生
育
状
況
が
伺
え
ま
し
た
。

◎
清
水
牧
場
（
東
茨
城
郡
茨
城
町
）

　

次
に
東
茨
城
郡
茨
城
町
の
清
水
牧
場
（
代

表
：
清
水
裕
一
氏
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
に
は
２
０
２
３
年
３
月
に
生
物
活
性
水
プ
ラ

ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
茨
城
県
と
共
同
で
豚
尿
の

液
肥
化
処
理
に
関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

設
備
は
９
ｔ
の
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン
ク
６
槽
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、原
料
は
、豚
の
尿
処
理
水
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
茨
城
Ｂ
Ｍ
に
所
属
す
る
生
産
者

が
生
物
活
性
水
を
搬
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場

で
活
用
す
る
た
め
の
供
給
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
点

検
と
充
填
材
の
交
換
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
方
波
見
農
園
（
鉾
田
市
）

　

最
初
に
訪
問
し
た
の
は
、
メ
ロ
ン
と
中
玉
ト

マ
ト
の
生
産
に
取
り
組
む
、
方
波
見
農
園
（
代

表
：
方
波
見
洋
一
氏
）
で
す
。
同
農
園
で
は
、

２
０
２
５
年
１
月
よ
り
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト

を
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
ｔ
の
バ
ル
ク
タ
ン

ク
６
槽
で
構
成
さ
れ
、
原
料
は
鶏
糞
堆
肥
で
す
。

希
釈
し
た
生
物
活
性
水
を
葉
面
散
布
や
潅
水
に

用
い
る
こ
と
で
、
土
壌
微
生
物
の
活
性
化
と
ミ

ネ
ラ
ル
補
給
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

点
検
で
は
、
最
終
槽
の
数
値
は
ｐ
Ｈ
８
．
１
、

Ｅ
Ｃ
値
１
．
０
６
ｍＳ
／
ｃｍ
と
良
好
で
、
亜
硝
酸

態
窒
素
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
わ
せ

て
リ
ア
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
充
填
材
交
換
も
行

い
ま
し
た
。

　

方
波
見
農
園
は
、
本
年
の
「
新
有
機
農
業
技

術
者
会
議　

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ　

Ｆ

方波見農園の方波見洋一さん

方波見農園の生物活性水 (最終槽）

米川農園の生物活性水プラント

ささぬま３３ファームの生物活性水プラント

ささぬま３３ファームのアスパラ栽培ハウス

清水牧場の生物活性水プラント
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第 

２５ 

回 

Ｂ 

Ｍ 

Ｗ 

技 

術 

基 

礎 

セ 

ミ 

ナ 
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Ｂ 

Ｍ 

プ 

ラ 

ン 

ト 

動 

向

◎
茨
城
Ｂ
Ｍ
（
東
茨
城
郡
茨
城
町
）

　

最
後
に
、
茨
城
Ｂ
Ｍ
（
代
表
：
清
水
裕
一
氏
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
１
月
に
設
置
さ

れ
た
こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
出
荷
作
業
場
に
併

設
さ
れ
た
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水
等
を
原
料
と
し
て

い
ま
す
。
地
下
の
曝
気
槽
で
前
処
理
し
た
後
、
地

上
に
設
置
し
た
２
基
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
精
製
槽
へ

送
水
し
て
精
製
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

最
終
槽
の
数
値
は
ｐ
Ｈ
７
．
９
、
Ｅ
Ｃ
値
０
．

５
７
ｍ
Ｓ
／
ｃ
ｍ
と
良
好
で
、
亜
硝
酸
態
窒
素

も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
は
充
填
材

の
交
換
と
と
も
に
、
一
部
フ
ィ
ル
タ
ー
の
目
詰

ま
り
解
消
を
行
い
ま
し
た
。
生
物
活
性
水
は
主

に
耕
作
時
に
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
プ
ラ

ン
ト
脇
に
池
を
設
け
て
鯉
を
飼
育
す
る
構
想
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

遠
藤
尚
志
）

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
稼
働
状
況
は
良
好
で
あ

り
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
運
用
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
十
和
田
湖
高
原
フ
ァ
ー
ム
の

生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
経
年
劣

化
が
見
ら
れ
た
一
部
の
設
備
備
品
を
新
品
に
交

換
し
、
今
後
に
向
け
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い

ま
し
た
。

　

点
検
最
終
日
の
９
日
は
、
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
第

２
農
場
（
バ
イ
オ
ラ
ン
ド
）
の
飲
水
改
善
プ
ラ

ン
ト
と
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
点
検
と
充
填

材
の
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
ラ
ン
ド
の
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト

は
、
既
存
の
施
設
を
尿
処
理
に
使
用
す
る
た
め
、

昨
年
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
土
木
槽
で

２０

ｔ
×
４
槽
、
自
然
石
槽
（
８
ｔ
）
が
２
槽
で
す
。

生
物
活
性
水
は
色
艶
も
良
く
、
臭
い
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
に
は
、

地
元
の
岩
石
と
い
う
こ
と
で
十
和
田
石
（
グ

リ
ー
ン
タ
フ
～
凝
灰
岩
）
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

十
和
田
石
は
２
０
２
４
年
に
開
催
さ
れ
た
、
第

３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
の
視
察
コ
ー
ス

で
採
石
場
（
中
野
産
業
）
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
奥
地
拓
生
氏
の
講
演
で
は
、

十
和
田
・
男
鹿
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
岩
石
と

言
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　

十
和
田
石
か
ら
は
主
に
ケ
イ
素
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
生
物
活
性
水
に
抽
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
各
農
場
で
精
製

さ
れ
る
生
物
活
性
水
は
、
飲
水
に
希
釈
添
加
、

畜
舎
へ
の
散
布
を
す
る
こ
と
で
豚
の
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
を
整
え
、
健
康
な
飼
育
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
水
質
測
定
結
果
】

○
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド

Ｅ
Ｃ
４
．
９
５
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
６
．
０

○
小
坂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｃ
３
．
１
１
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
８
．
２

○
十
和
田
湖
高
原
フ
ァ
ー
ム

Ｅ
Ｃ
２
．
４
７
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
８
．
０

○
バ
イ
オ
ラ
ン
ド

Ｅ
Ｃ
２
．
４
７
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
８
．
０

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

遠
藤
尚
志
）

◎
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
に
て
Ｂ
Ｍ

　

プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検

　

５
月
７
日
（
木
）
か
ら
９
日
（
土
）
ま
で
の

３
日
間
、
秋
田
県
の
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

各
農
場
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
プ
ラ
ン
ト
の
定
期

点
検
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
現
地
で
は
八
重
桜
が
満
開
の
中
、
点

検
初
日
の
７
日
は
、
ま
ず
北
秋
田
市
の
ノ
ー
ス

ラ
ン
ド
農
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は

飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
と
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト

の
点
検
、
お
よ
び
充
填
材
の
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
水
質
測
定
の
結
果
、
各
項
目
と
も
適
正
な

値
を
記
録
。
第
一
槽
を
除
く
全
槽
で
亜
硝
酸
態

窒
素
が
不
検
出
と
な
り
、
微
生
物
に
よ
る
浄
化

作
用
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
８
日
は
小
坂
町
の
各
施
設
（
ポ
ー
ク
ラ

ン
ド
、
十
和
田
湖
高
原
フ
ァ
ー
ム
、
フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド
、
小
坂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
を
巡
回

し
、
計
５
施
設
の
点
検
を
完
了
し
ま
し
た
。
設

置
か
ら

２０
年
以
上
経
過
し
た
プ
ラ
ン
ト
も
含
ま

茨城ＢＭの生物活性水プラント（貯留槽）

小坂クリーンセンターの生物活性水プラント

小坂クリーンセンターの生物活性水

十和田高原ファームの生物活性水プラント

バイオランドの生物活性水プラント

バイオランドの飲水改善プラント
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２６ 

回 

Ｂ 

Ｍ 

Ｗ 

技 

術 

基 

礎 
セ 
ミ 

ナ 

ー

『
第
２６
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
』

　
　
★
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
に
て
開
催
し
ま
す

　

８
月
３
日
（
月
）
～
４
日
（
火
）、
２６
回
目
の

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
を
山
形
県
の
米
沢

郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
に
て
開
催
し
ま
す
。
米
沢
郷

牧
場
グ
ル
ー
プ
は
３０
年
以
上
に
渡
っ
て
、
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
の
活
用
と
地
域
資
源
循
環
型
農
業
を
地

域
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
（
約
１
３
０
世
帯
）
と

実
践
さ
れ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
モ
デ
ル
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。

　

米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
の
循
環
型
農
業
は
有

畜
複
合
循
環
型
農
業
と
も
言
わ
れ
、
養
鶏
（
ブ

ロ
イ
ラ
ー
・
平
飼
い
採
卵
鶏
）
に
お
け
る
飼
料

づ
く
り
（
山
形
県
内
産
の
飼
料
米
を
使
用
し
国

産
飼
料
自
給
率
を
高
め
る
）
か
ら
鶏
の
飼
育
、

そ
し
て
堆
肥
製
造
、
そ
の
堆
肥
を
元
に
稲
作
、

果
樹
、
野
菜
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
稲
作
の
副
産
物
で
あ
る
「
米
糠
」
は

飼
料
に
、「
も
み
殻
」
は
鶏
舎
の
敷
材
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
鶏
舎
の
敷
材
は
鶏
が
出
荷

さ
れ
た
後
、
完
熟
発
酵
さ
れ
、
有
機
堆
肥
と
し

て
圃
場
へ
と
循
環
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
２
日
間
に
渡
っ
て
、

「
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
」
の
実
践
す
る
「
地
域

資
源
循
環
型
農
業
」
と
「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
」
に
つ

い
て
、
現
場
視
察
と
座
学
を
交
え
て
学
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
回
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
は
１
泊
２
日
で
開
催

し
ま
す
が
、
１
日
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

懇
親
会
等
で
は
交
流
も
深
め
、
生
産
技
術
な
ど

の
情
報
交
換
も
多
く
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
を
逃
さ
ず
に
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

○
根
釧
み
ど
り
の
会
プ
ラ
ン
ト
点
検
報
告

　　
５
月
１４
～
１５
日
、
北
海
道
・
根
釧
み
ど
り
の

会
の
プ
ラ
ン
ト
点
検
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
る
の
は
、
石
沢
牧

場
（
厚
岸
町
）、
岩
崎
牧
場
（
別
海
町
）、
渡
辺

牧
場
（
標
茶
町
）、吉
塚
牧
場
（
中
標
津
町
）、４
ヶ

所
の
牧
場
に
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１４
日
は
釧
路
空
港
か
ら
車
で
約
１
時
間
、
厚

岸
町
の
石
沢
牧
場
で
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
の
点

検
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
石
沢
牧
場
の
プ
ラ
ン

ト
は
２
槽
に
分
か
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
槽

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
牛
は
草

地
へ
放
牧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
牧
草
地

に
は
、
飲
水
改
善
の
水
を
約
３
ト
ン
入
る
移
動

式
の
水
タ
ン
ク
を
毎
日
運
ん
で
放
牧
地
で
牛
た

◎
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
８
月
３
日
（
月
）	

１４
時 

七
ヶ
宿
道
の
駅
集
合　

　
　

※
集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
あ
り

　
　

※
視
察
の
順
番
は
入
れ
替
わ
る
場
合
あ
り

　

①
滑
津
農
場
～
道
の
駅

　

②
リ
ム
ジ
ン
牧
場

　
　

堆
肥
製
造
施
設
／
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト

　

③
四
釜
昌
和
さ
ん
の
農
園
（
果
樹
）

　
　

ぶ
ど
う
の
園
地
／
生
物
活
性
水
活
用
の
実
験

　
　

圃
場

　

④
横
山
裕
一
さ
ん
の
農
園
（
果
樹
）

　
　

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
園
地

　

⑤
高
畠
石
の
石
切
り
場

　
　

凝
灰
岩
（
置
賜
盆
地
の
ミ
ネ
ラ
ル
源
）

　

⑥
懇
親
会
（
１８
時
頃
）

　
　
　
　

※
宿
泊
は
「
赤
湯
温
泉　

丹
泉
ホ
テ
ル
」

・
８
月
４
日
（
火
）
８
時
半
～
ホ
テ
ル
出
発

　

①
米
沢
郷
牧
場 

飼
料
工
場

　

②
伊
藤
幸
蔵
代
表
の
有
機
稲
作
圃
場

　

③
小
菅
農
場
視
察　

　
　

平
飼
い
採
卵
鶏
／
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト

　

④
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
赤
と
ん
ぼ

　
　

精
米
施
設
／
堆
肥
場

　

⑤
座
学
「
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
」

講
師 

米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ 

代
表 

伊
藤
幸
蔵

　

※
１４
時
半
終
了
予
定

◎
参
加
費
用

　

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
参
加
費　

 

６
，

５
０
０
円

　

懇
親
会
参
加
費　

          

６
，

５
０
０
円

　

宿
泊
費
（
朝
食
付
）　  

１
２
，
０
０
０
円

◎
問
い
合
せ
先　

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
（
遠
藤
・
秋
山
）

　
　

電
話　

０
３
（
５
２
１
１
）
０
６
８
１

　

な
お
、
開
催
案
内
と
参
加
申
込
書
は
、
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
協
会
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
メ
ー

ル
と
郵
送
で
発
送
い
た
し
ま
す
。

ち
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１５
日
に
は
、
吉
塚
牧
場
、
渡
辺
牧
場
、
岩
崎

牧
場
で
プ
ラ
ン
ト
点
検
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
で
も
稼
働
状

況
を
確
認
し
て
、
リ
ア
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
充

填
材
の
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ど
の
プ
ラ

ン
ト
も
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

根
釧
み
ど
り
の
会
で
は
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
に

取
り
組
み
、
牧
草
を
主
体
と
し
た
飼
料
で
す
が
、

吉
塚
牧
場
で
は
、
一
歩
進
ん
で
濃
厚
飼
料
な
ど

は
一
切
給
餌
せ
ず
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
と
牧
草
だ
け

で
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
い
ず
れ
の
牧
場
で
も
放

牧
を
し
て
い
て
、
母
牛
は
朝
夕
２
回
の
搾
乳
の

と
き
以
外
は
夜
間
も
含
め
一
日
中
牧
草
地
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

星
加
浩
二
）

吉塚牧場の放牧場でマイペースにくつろぐ牛たち

会長　石沢元勝さん
三友盛行さん

※牧場は吉塚さんに継承

渡辺定之さん 岩崎和雄さん
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◆
息
子
さ
ん
の
将
司
さ
ん
に
も
一
緒
に
お
聞

　
　

き
し
ま
し
た
。

　

米
川
さ
ん
は
茨
城
県
鉾
田
市
上
釜
、
７
ｈａ
で

農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

米
川
さ
ん
の
自
宅
は
、
海
岸
か
ら
直
線
距
離

で
１

ｋｍ
も
な
い
場
所
で
す
。
米
川
さ
ん
に
よ
る

と
、「
海
か
ら
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
た
っ
ぷ
り
で
、
栄

養
豊
富
な
土
地
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

周
辺
は
行
け
ど
も
行
け
ど
も
サ
ツ
マ
イ
モ
畑

と
い
う
場
所
で
、
取
材
は
５
月
中
旬
で
し
た
の

で
、
周
辺
の
畑
は
み
ん
な
黒
マ
ル
チ
で
、
一
部

は
苗
の
植
え
付
け
が
終
わ
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

米
川
さ
ん
は
息
子
の
将
司
さ
ん
が
９
年
位
前

に
就
農
し
て
お
り
、
４
年
前
に
は
経
営
を
将
司

さ
ん
に
引
き
継
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
今
回
は
将
司
さ
ん
も
含
め
て
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

米
川
修
さ
ん
は
、
昭
和
２３
年
（
１
９
４
８
年
）

３
月
生
ま
れ
で
現
在
７８
歳
で
す
。
お
父
さ
ん
は

分
家
と
し
て
独
立
し
て
１
ｈａ
く
ら
い
の
農
地
で

農
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

米
川
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
麦
と
デ
ン

プ
ン
用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
型
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
秋
に
種
を
蒔
い
た
麦
は
５
月
く
ら
い
に
は

だ
い
ぶ
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期

に
麦
の
畝
の
間
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
、

麦
は
６
月
中
旬
に
収
穫
し
ま
す
。
そ
し
て
サ
ツ

マ
イ
モ
畑
に
な
り
ま
す
。

　

米
川
さ
ん
は
近
く
の
沢
尻
小
学
校
、
沢
尻
中

学
校
で
学
び
ま
し
た
。
高
校
に
は
行
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
頃
、
お
母
さ
ん
が
胃
の
手
術
を

し
て
、
人
手
が
足
り
な
い
の
で
、
中
学
校
を
卒

業
し
た
ら
家
で
農
業
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
友
達
は
み
ん
な
高
校
に

行
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
、「
農
業
は
あ

ま
り
真
剣
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
そ
う

で
す
。

　

１８
歳
の
と
き
に
お
父
さ
ん
が
事
故
で
亡
く

な
っ
て
か
ら
は
、
お
母
さ
ん
と
米
川
さ
ん
の
２

人
で
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２３
歳
で
、
同
じ
旭
村
の
、
あ
き
子
さ
ん
と
見

合
い
で
結
婚
し
ま
す
。
結
婚
し
て
か
ら
は
ま
じ

め
に
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

営
農
面
積
は
徐
々
に
増
や
し
て
き
た
そ
う
で

す
が
、
最
初
は
慣
行
栽
培
で
農
薬
も
化
成
肥
料

も
普
通
に
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

―
―
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

１
９
９
３
年
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
と
出
会
い
ま
し

た
。
清
水
澄
さ
ん
（
故
人
、
元
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協

会
常
任
理
事
）
と
は
親
戚
だ
っ
た
の
で
、
こ
ん

な
農
法
が
あ
る
、
や
っ
て
み
な
い
か
と
い
う
話

が
あ
っ
て
、
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
清
水
さ
ん

の
生
物
活
性
水
を
運
ん
で
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
面
積
も
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
Ｂ
Ｍ
を
使
い
始
め
て
農
薬
を
減
ら
し
て

い
き
ま
し
た
。
実
は
自
分
と
し
て
も
農
薬
を
減

ら
し
た
い
と
思
っ
て
ま
し
た
。

　

デ
ン
プ
ン
芋
か
ら
食
用
芋
に
か
え
た
ら
コ
ガ

ネ
ム
シ
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
多
少
は
農
薬
を
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

は
全
く
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
し
ば
ら
く
し
て
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
を

作
り
ま
す
ね
。

　

家
を
新
築
し
た
ら
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン

ト
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

２
０
０
４
年
、
家
を
新
築
し
た
時
に
作
り
ま
し

た
。
家
庭
の
合
併
浄
化
槽
を
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
で
処

理
し
て
、
処
理
水
を
さ
ら
に
生
物
活
性
水
プ
ラ

ン
ト
で
浄
化
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

合
併
浄
化
槽
か
ら
処
理
水
を
少
し
離
れ
た
生

物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
に
送
り
、
そ
の
生
物
活
性

水
を
農
場
で
使
う
と
と
も
に
合
併
浄
化
槽
に
返

送
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
を
作
っ

て
か
ら
家
で
使
う
洗
濯
、
掃
除
、
台
所
の
洗
剤

は
す
べ
て
石
け
ん
に
変
え
ま
し
た
。

―
―
生
物
活
性
水
を
使
っ
て
の
効
果
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

減
農
薬
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
農
薬
も
化
成
肥
料
も
使
わ
ず
に

栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
物
活
性

水
を
使
い
始
め
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
ち
、
使
う

の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
、
効
果
を
改
め

て
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
５

～
６
年
前
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
研
修
生
を
４
人
雇
用
し
て
い
る
の
で

す
が
、
彼
ら
が
寮
の
ト
イ
レ
で
使
う
脱
臭
剤
が

流
れ
込
ん
で
生
物
活
性
水
の
状
態
が
悪
く
な
っ

て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
生
物
活

性
水
を
使
っ
た
園
地
の
状
態
が
極
端
に
悪
く
な

り
ま
し
た
。
微
生
物
が
働
か
な
く
な
り
、
芋
が

小
さ
く
、
色
も
違
っ
て
い
た
し
、
収
量
も
悪
か
っ

た
の
で
す
。

　

そ
し
て
虫
食
い
も
増
え
ま
し
た
。
改
め
て
生

物
活
性
水
の
効
果
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
牧
場
の
生
物
活
性
水
で
洗
い
流
す
よ
う
な

処
理
を
し
て
何
と
か
回
復
さ
せ
ま
し
た
。

―
―
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品
種
や
作
業
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
６
ｈａ
で
す
。
品
種
は
、「
す

ず
ほ
っ
く
り
」
と
「
紅
は
る
か
」
が
半
々
く
ら

い
で
す
。
以
前
は
「
紅
あ
ず
ま
」
で
し
た
が
高

米
川 

修 

さ
ん 

茨
城
Ｂ
Ｍ

Mr.Osamu Yonekawa
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温
障
害
が
出
る
の
で
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
は
３
月
初
め
に
ス
タ
ー

ト
で
す
。
苗
（
茎
）
を
定
植
す
る
の
は
４
月
下

旬
か
ら
５
月
一
杯
ま
で
で
す
。
８
月
２０
日
頃
か

ら
早
掘
り
を
始
め
、
１１
月
末
ま
で
に
す
べ
て
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
上
げ
ま
す
。
霜
に
あ
た
る

と
傷
む
の
で
１２
月
に
ず
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

　

反
収
は
３
ト
ン
で
、
面
積
６
ｈａ
（
６０
反
）
な

の
で
１
８
０
ト
ン
く
ら
い
の
収
量
で
す
。
一
般

的
に
は
反
収
２
．

６
ト
ン
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
少
し
多
い
方
で
す
。
収
穫
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
処
理
を
し

ま
す
。
腐
敗
を
防
ぎ
、
デ
ン
プ
ン
を
糖
に
変
え

て
甘
み
を
増
や
し
ま
す
。
１１
月
中
頃
に
、
３０
℃

で
湿
度
も
高
く
し
て
９０
時
間
、
そ
し
て
１５
℃
ま

で
落
と
し
て
保
管
し
、
順
次
出
荷
し
ま
す
。

―
―
サ
ツ
マ
イ
モ
以
外
は
何
か
作
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

１
ｈａ
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
品

種
は
「
北
あ
か
り
」
で
す
。
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
後
作
で
大
根
を
作
っ
て
い
ま
す
。
大
根
は
早

ど
り
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
後
作
４０
ａ
く
ら
い
で
も

作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
部
で
１
４
０
ａ
く
ら

い
で
す
。
契
約
で
べ
っ
た
ら
漬
け
の
原
料
と
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

大
根
は
１２
月
出
荷
で
、
コ
ン
テ
ナ
に
約
１０
ト

ン
・
７
０
０
０
本
く
ら
い
を
週
に
２
回
出
荷
し

ま
す
。
合
計
１
０
０
ト
ン
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

大
根
は
取
引
先
を
２
年
前
に
変
え
て
今
年
で
３

年
目
で
す
。

―
―
販
売
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
売
り
先
は
、
生
協
さ
ん
、
そ

れ
か
ら
埼
玉
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
主
で
し
た
。

　

和
菓
子
屋
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
き
、
芋
を

直
接
販
売
す
る
こ
と
も
あ
り
、
消
費
者
に
と
て

も
評
価
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
そ

の
和
菓
子
屋
さ
ん
で
、
う
ち
の
芋
が
使
わ
れ
て

い
れ
ば
買
う
と
い
う
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
い
て
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

生
協
と
の
取
引
は
長
年
続
け
て
き
た
の
で
す

が
、
今
年
か
ら
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い

く
つ
か
課
題
が
あ
り
、
遠
距
離
の
物
流
で
運
送

屋
さ
ん
が
指
定
し
た
日
に
ち
に
届
け
ら
れ
な
い

こ
と
と
、
１５
℃
の
保
管
庫
か
ら
出
し
て
時
間
が

た
つ
と
芽
が
出
て
き
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
た
の
で
話
し
合
い
の
上
で
や
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
和
菓
子
屋
さ
ん
、
そ

れ
か
ら
大
根
の
契
約
栽
培
以
外
は
市
場
出
荷
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
（
将
司
さ
ん
に
）
将
司
さ
ん
は
、
外
で
働

か
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。
い
つ
就
農
さ
れ
た
の

で
す
か
。

　

現
在
４８
歳
で
す
。
９
年
前
３９
歳
で
就
農
し
ま

し
た
。
ホ
テ
ル
の
料
理
長
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
農
業
を
継
ぐ
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
農
家
を
継
ぐ
つ

も
り
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
、
家
も
那
珂
市
に

買
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
通
い
で
農
業
を
し

て
い
ま
す
。

―
―
（
将
司
さ
ん
に
）
経
営
を
引
き
継
が
れ
た

そ
う
で
す
ね
。

　

４
年
前
に
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
親
父

に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
生
物
活
性
水
を
撒
く
、
天

地
返
し
の
作
業
は
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
は
な
る
べ
く
自
分
で
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
生
物
活
性
水
は
植
え
付
け

前
の
肥
料
を
ま
く
時
期
に
撒
き
ま
す
。

　

３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
タ
ン
ク
に
４５
リ
ッ
ト
ル

の
生
物
活
性
水
と
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
を
入
れ
て
、
１

反
に
撒
き
ま
す
。
こ
れ
を
２
回
し
ま
す
。
天
地

返
し
は
毎
年
し
ま
す
。
石
灰
資
材
を
使
う
と
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
の
と
肥
料
分
が
下
の
方
ま
で
行

く
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

―
―
（
将
司
さ
ん
に
）
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

両
親
は
あ
と
何
年
か
し
か
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
外
国
人
研
修
生
は
４
人
い
ま
す

が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
リ
フ
ト
の
作
業
は
さ
せ
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
か
母
か
父
の
い

ず
れ
か
が
近
く
に
い
な
い
と
リ
フ
ト
で
芋
の
コ
ン

テ
ナ
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
妻
は
お
父
さ
ん
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

を
見
な
い
と
い
け
な
い
の
で
な
か
な
か
農
場
で

作
業
は
で
き
な
い
状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
農

場
の
作
業
手
順
を
う
ま
く
組
め
る
か
多
少
の
不

安
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
生
物
活
性
水
を
も
う
少
し
活
用
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
根
な
ど
は
種
ま
き

の
前
に
は
使
う
の
で
す
が
、
生
育
途
中
で
も

使
っ
て
カ
ビ
な
ど
を
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
（
修
さ
ん
・
将
司
さ
ん
に
）
将
司
さ
ん
へ

の
経
営
の
引
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ス
に
行
っ
て
い
る

よ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
い
ろ
い
ろ
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
：
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会　

宮
﨑
利
明
）

息子の米川将司さん (左 )と米川修さん

畑に生物活性水を散水しながら耕運する自慢のトラクター
＊米川修さんご自身が考えて改造



　   402

発
行  

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
6
月
号

通
巻

号

【
５
月
の
活
動
】

１
日　

茨
城
県
鉾
田
市
の
方
波
見
農
園
、
米
川
農

　

園
、
水
戸
市
の
さ
さ
ぬ
ま
３
３
フ
ァ
ー
ム
、　

茨

　

城
町
の
清
水
牧
場
と
茨
城
Ｂ
Ｍ
に
て
プ
ラ
ン
ト

　

巡
回

７
～
９
日　

秋
田
県
北
秋
田
市
と
小
坂
町
の
ポ
ー

　

ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１３
～
１８
日　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
の
シ
ド

　

ア
ル
ジ
ョ
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
ピ
ン
ラ
ン
の
Ａ
Ｔ
Ｉ

　

Ｎ
Ａ
社
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１４
～
１６
日　

北
海
道
根
釧
地
域
に
て
、
根
釧
み
ど

　

り
の
会
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１９
日　

埼
玉
県
深
谷
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
た
ま
ご
岡

　

部
農
場
、
飯
能
市
の
飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て

　

プ
ラ
ン
ト
点
検

２２
日　

岡
山
県
岡
山
市
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か

　

や
ま
本
部
に
て
、
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交

　

流
会
・
第
２
回
実
行
委
員
会
を
開
催

２４
日　

長
崎
県
南
島
原
市
の
産
直
南
島
原
に
て
新

　

設
さ
れ
た
堆
肥
場
の
確
認

２４
～
３０
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事

２９
日　

宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ（
石

　

け
ん
委
員
会
）
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会

３１
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
、
農
林
漁
業

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
総
会
に
出
席

【
６
～
７
月
の
予
定
】

２
～
４
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
調
整
作
業

５
日　

東
京
都
新
宿
区
で
開
催
さ
れ
る
、
オ
ル
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事 

務 

局 

だ 

よ 

り 

／ 

薬 

膳

　

タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
定
時
株
主
総

　

会
に
出
席

８
～
１３
日　

ベ
ト
ナ
ム
の
Ｎ
Ｖ
Ｓｰ

Ｇ
Ｎ
社
に
て
生

　

物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
工
事

１６
～
１９
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
培
養
調
整

２２
～
２３
日　

新
潟
県
上
越
市
の
峯
村
農
園
と
阿
賀

　

野
市
の
夢
の
谷
フ
ァ
ー
ム
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

２３
～
２５
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
培
養
調
整

２９
日　

長
崎
県
南
島
原
市
に
て
開
催
さ
れ
る
第
３３

　

回
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
総
会
・
研
修
会
に

　

参
加

７
月
１
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
行
な
わ
れ
る
開
所
式
に
出
席

A
C
T
IV
IT
Y
&
P
L
A
N
S

事
務
局
だ
よ
り 

2026年
5月
MAY
Ｉ

2026年
6月
JUNE

Bacteria
Mineral
Water

ＢＭＷ
技術協会
＆

匠集団そら

■
事
務
局
長
の
呟
き

　

共
生
と
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
と
あ

る
著
書
を
読
ん
で
い
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

　
「
近
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人

間
や
生
き
物
の
共
生
、
生
物
多
様
性
を
大
事
に
し
ま

し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
で
す
が
、

共
生
と
多
様
性
あ
っ
て
の
生
き
物
の
世
界
だ
と
い
う

認
識
が
必
要
。
人
間
は
元
か
ら
多
様
な
生
き
物
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
生
き
物
が
多
様
に
な
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
４０
億
年
も
長
く
生
き
物
が
存
在
し
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
く
、
人
間
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
多
様
性

が
必
要
な
の
で
は
な
く
、
多
様
性
が
あ
っ
た
か
ら
生

き
て
こ
れ
た
」
と
。

　

こ
れ
ら
の
礎
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
は
多
様
性
に

溢
れ
る
技
術
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

 　　薬 

膳 

の 

話  　

   

～ 

マ
ン
ゴ
ー 

～

　

梅
雨
時
は
身
体
が
湿
気
に
包
ま
れ
て
、
呼
吸
器

の
働
き
が
悪
く
な
り
、
身
体
が
重
く
息
苦
し
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
発
生
す
る「
湿

邪
～
し
つ
じ
ゃ
」
の
影
響
で
す
。
胃
や
す
い
臓
の

働
き
が
低
下
し
、め
ま
い
、胸
の
つ
か
え
、む
く
み
、

食
欲
不
振
、
下
痢
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。
泌
尿
器
に
影
響
が
出
た
場
合
は
、
体

が
だ
る
く
な
り
ま
す
。

　

梅
雨
の
養
生
は
「
利
湿
健
脾
」
で
す
。
水
分
の

代
謝
を
良
く
し
て
、
胃
腸
の
働
き
を
整
え
ま
す
。

身
体
を
動
か
し
て
汗
を
か
き
、
体
内
の
湿
邪
を
発

散
さ
せ
ま
す
。
水
分
の
代
謝
を
良
く
す
る
食
材
は
、

ハ
ト
麦
、
小
豆
、
枝
豆
、
黒
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

山
芋
、
長
芋
、
紫
蘇
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
セ
ロ
リ
等
で
す
。

身
体
を
冷
や
す
冷
た
い
飲
み
物
や
、
生
野
菜
、
ま

た
甘
い
も
の
の
取
り
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
す
。

　

身
体
が
だ
る
い
時
は
、
泌
尿
器
の
働
き
を
高
め

る
体
操
を
し
ま
す
。
正
座
を
し
て
後
ろ
を
振
り
返

る
よ
う
に
し
て
身
体
を
ね
じ
り
、
息
を
吐
い
て
力

を
抜
き
、
急
に
戻
す
。
こ
れ
を
左
右
３
～
４
回
交

互
に
行
い
ま
す
。

顔
は
下
を
向
け
な
い
で
前
方
を
見
る
よ
う
に
し
ま

す
）、
大
股
で
２０
分
程
歩
き
ま
す
。

　

メ
キ
シ
コ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
国
内
で
の

栽
培
が
軌
道
に
乗
り
、
沖
縄
、
宮
崎
、
鹿
児
島
産

の
マ
ン
ゴ
ー
が
市
場
に
出
て
い
ま
す
。
輸
入
品
と

比
べ
る
と
高
価
で
す
が
、
香
り
や
舌
触
り
が
良
く

美
味
で
す
。

　

四
気
は
「
涼
」、五
味
は
「
甘
、酸
」、帰
経
は
「
す

い
臓
、胃
、肺
」
で
す
。
涼
性
な
の
で
身
体
に
こ
も
っ

た
熱
を
取
り
、
潤
い
を
持
た
せ
、
喉
の
渇
き
を
抑

え
て
咳
や
痰
を
鎮
め
ま
す
。
消
化
を
助
け
、
食
欲

不
振
、
胃
も
た
れ
、
吐
き
気
を
改
善
し
ま
す
。

　
「
ウ
ル
シ
科
」
の
た
め
、
人
に
よ
っ
て
は
果
汁
に

触
れ
る
と
か
ゆ
く
な
っ
た
り
、か
ぶ
れ
た
り
し
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
レ
チ
ノ
ー
ル
）
に
変
わ

る
β
カ
ロ
テ
ン
の
量
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
β

カ
ロ
テ
ン
は
、
細
胞
の
老
化
を
抑
え
る
抗
酸
化
作

用
が
あ
る
の
で
肌
の
健
康
維
持
や
、
が
ん
予
防
に

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、貧
血
予
防
に
よ
い
と
さ
れ
る
「
葉
酸
」
や
、

腸
の
働
き
を
整
え
る
食
物
繊
維
も
多
め
で
す
。
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
排
出
を
促
進
す
る
カ
リ
ウ
ム
も
比
較

的
多
く
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

佐
々
木
エ
リ
カ

　

北
京
中
医
薬
大
学
日
本
校
薬
膳
養
成
学
科
卒

　

業
、　

中
医
薬
膳
士
、
総
合
漢
方
研
究
会
会
員
、

　

昭
和
漢
方
生
薬
ハ
ー
ブ
研
究
会
会
員
。
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呼
吸
器
を
活
発

に
す
る
に
は
、
太

腿
の
裏
の
筋
を
伸

ば
し
ま
す
。
楽
な

姿
勢
で
立
っ
て
数

回
深
呼
吸
を
し

た
ら
、
前
屈
を
５

秒
間
、
３
回
ほ
ど

繰
り
返
し
て
か
ら

（
前
屈
を
す
る
時
、


